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東海臨時測線で観測された土岐送信所からの弾性波アクロス信号

Signals from the Toki seismic ACROSS station observed by a temporal
seismic line deployed in Tokai area
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2008年4月から8月にかけて、東海地域において臨時75点（3成分速度計）に固定6点（3成分加速
度計）を加えた81観測点からなる測線による地震観測が行われた（Kato et al.,2009）。測線は、
静岡県牧之原市から弾性波アクロスの送信所（土岐送信所：原子力機構）がある岐阜県土岐市に
到る約120㎞の区間であり、東海地震や深部低周波微動の震源域上を通過している。
本発表では、この測線によって観測された土岐送信所からの弾性波アクロス信号について報告す
る。土岐送信所では、観測期間内に搬送波周波数13.005Hz、変調周期50秒、平均発生力5.5tonf
のFM送信を行っている。スペクトルで見ると10.245-19.445Hzの帯域に0.02Hz間隔で461本のラ
インスペクトルが櫛形に並ぶ“周波数コム”信号となっている。帯域内でのスペクトル振幅の平
均値は約2700Nである。送信装置の偏心錘は、回転軸が鉛直であり、2時間毎に回転方向を反転
させている。異なる回転方向に対応する観測データを後に線形結合することで、直交2方向の直
線加振に対する伝達関数を取得することができる。
３～４カ月間程度データについてスタッキングを行い、81の各観測点において視線方向Ｒ、接線
方向Ｔの加振に対する視線方向r、接線方向t、鉛直方向zの観測成分を計算し、6成分のテンソル
伝達関数およびグリーン関数を求めた（6成分：rR,tR,zR,rT,tT,zT）。得られた記録のSN比は、
全体として低い。これは、観測点のノイズ環境や送信機のパワーに対してスタッキング時間の短
いことが原因であるが、比較的高周波の弾性波を用いているために、測線下での散乱構造の影響
が大きく効いているためと考えられる。それでも、観測点が稠密であるので、Ｐ波（約6km/s伝
搬する波群）、Ｓ波（約3.5km/sで伝搬する波群）、その後続波を、距離100kmくらいまで追跡す
ることができる。6成分グリーン関数の全てを整合的に解釈するのは難しいが、zR成分では、地
殻深部からの反射フェーズと考えられる波群も見られる。今後、森町送信のデータなどとも合わ
せて解釈して行く予定である。
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